
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ともちゃんは、えほんをよむことがだいすきです。 

あるひ、「ぴーたーぱん」のえほんをよみました。 

えほんをよんだそのひから、ぴーたーぱんのように、そらをとび

たくて、とびたくてしかたがありません。 

「どうしたら、そらをとべるようになるのかな？」と、ともちゃ

んはかんがえました。 

そして、いいことをおもいつきました。 

ともちゃんは、ふうせんやさんにいって、ふうせんをたくさん

かうことにしました。 

ふうせんやさんにいくと、ぴえろがいて、ともちゃんは、ぴえ

ろからふうせんを１０こかいました。 

すると、ぴえろは、おまけにふうせんを、２つくれました。 

ともちゃんは、うれしくて、うれしくて、しかたがありません。

ぴえろにおれいをいって、おみせをでると…。 

 

 

 

どうでしょう。ともちゃんのからだは、ぷかぷかうかびは

じめました。 

そして、そらへとんでいきました。 

しばらくすると、ともちゃんは、とりのむれにあいました。 

「とりさん、こんにちは！」 

「ともちゃん、どこにいくの？」 

「わたし、これからおつきさまのところにいくの。」 

「ずいぶんとおくまでいくんだね。きをつけてね。」 

こんどは、ひこうきにあいました。てをふってみると、ひ

こうきにのっているひとは、ともちゃんをみてびっくり…。 

 

 そして、ついに、おつきさんのところにつきました。ともちゃ

んは、つきのなかをさんぽしていると、もちつきをしているう

さぎにあいました。 

ともちゃんは、もちつきをしたことがなかったので、うさぎに

おねがいをして、もちつきをいっしょにさせてもらいました。

すると、ともちゃんのおなかから「ぐー」というおとがきこえて

きました。おなかがすいているあいずです。 

それをきいた、うさぎたちは、ともちゃんにつきたてのおもち

をくれました。そのおもちのおいしいことといったら…。 

ともちゃんは、おなかがいっぱいになり、だいまんぞくです。

ともちゃんはうさぎたちにおれいをいって、いえにかえりまし

た。 

ともちゃんにとって、たのしいそらのたびとなりました。 

 

ともちゃんのそらのたび              さく：おさだ はるえ 

このおはなしは、せんせいが、こどものころかんがえたおはなしです。みんなも、そうぞうのつばさをひろげ

て、せかいに１つしかないおなはしを、おうちのひととつくってみるのもたのしいかもしれないね。 

  

 


